
34 2010.10  

「家族が使える」
快適なテレビ視聴環境への取り組み

Approach to Create Comfortable TV Environment

グ放送サービスが終了し，完全にデジタル放送時代へと移
行しようとしている。放送のデジタル化に伴い，さまざま
な機能も搭載され，テレビの操作性は従来よりも複雑・難
解となり，ユーザーに高度な操作を要求することとなった。
テレビは家庭で使うものであり，幅広いユーザーが簡単
で快適に使えることが望まれる。
日立テレビの操作性に関する取り組みと，今後に向けた
研究内容を図1に示す。これまで，「見たいものを，見た
いときに，簡単に見られる」テレビをめざし，製品化して
きた。例えば，新たなコンテンツへの対応として，新しく
始まる放送や，インターネットを通じて提供される動画／
情報サービス，デジタルカメラやビデオカメラで撮影した
プライベートコンテンツなどを簡単に楽しめるようにして
きた。また，放送番組をタイムシフトで楽しめるように，
録画予約設定・録画した番組の選択・再生という一連の流
れに沿った快適な操作を実現してきた。それらの操作を行
うリモコン，GUI（Graphical User Interface）は，幅広いユー
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近年のデジタルテレビは，放送のデジタル化・多チャンネル化やイン

ターネットの普及によって視聴できるコンテンツが増加し，録画機能

の搭載やデータ放送などによる情報閲覧機能が高機能化すること

に伴い，操作の複雑化が課題となってきている。テレビは，家庭で

幅広いユーザーが使うものであり，誰でも，見たいものが簡単に見

られることが重要である。

日立グループは，録画／インターネット／ユーザーインタフェース／嗜

好認識技術によって，家族の誰もが使える快適なテレビを開発し製

品化してきた。そして，常に今後に向けた研究を進めている。

1.　はじめに

2000年12月にBS（Broadcasting Satellite）放送がデジタ
ルハイビジョン放送を開始してから今年で10年になる。
高精細化をはじめデータ放送など，アナログ放送では実現
困難なサービスが開始された。2002年には110°CS

（Communication Satellite）デジタル放送，2003年に地上
波のデジタル放送が始まり，2011年には，現行のアナロ
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図1│テレビの操作性に関する取り組み
増大する放送・インターネット・プライベートコンテンツの視聴，放送番組のタイムシフト視聴を，リモコンとGUIで，わかりやすく簡単に操作できるよう
にしてきた。今後は，ユーザーの操作自体を軽減させるとともに，より感覚的な操作の実現をめざす。

注：略語説明　GUI（Graphical User Interface），UI（User Interface）
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ザーが簡単に扱えるようにしている。さらに，現在はイン
テリジェント化と新しい手段によって操作を軽減し，いっ
そう快適にするための研究開発を推進中である。
ここでは，2010年4月に発売した「Wooo 05シリーズ」

の特徴と，ユーザーの操作をより軽減させるための開発事
例について述べる。

2.　リモコンの操作性向上

テレビを操作するうえで，基本となるのがリモコンであ
る。2003年に業界に先駆け，薄型テレビで初めて録画機
能を搭載した際のリモコンは，多機能化によってボタンの
種類や数が増えた。
最新のWooo 05シリーズのリモコンは，機能によって，
基本的なチャンネル切換操作を行うエリア，便利な各種機
能を操作するエリア，そして，録画したものを見る際に操
作するエリアと，明確に分類し，ボタンを探すなどのむだ
な指の移動を減らす工夫を施している。このほか，ユニバー
サルデザインをいっそう向上させるため，ボタン・文字の
サイズを大きくし，わかりやすくした。4色のカラーボタ
ンは，色弱者でも区別がつきやすい色と併せて文字を用い
ており，NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構
（CUDO：Color Universal Design Organization）によるカ
ラーユニバーサルデザインへの配慮に対する認定を受け，
CUD（Color Universal Design）マークを取得している。画
面上に表示されるカラーボタンの色についてもCUDOか
ら認定を受けている（図2参照）。

3.　タイムシフト（放送時間の制約をなくす）

放送時間に縛られずに番組を楽しめるように，日立は 

2003年に薄型テレビとしては世界で初めてHDD（Hard 

Disk Drive）録画機能を搭載した録画テレビを商品化し，
その機能・操作性を年々進化させている。
見たい番組の録画予約，録画された番組の選択，そして
再生というタイムシフトの一連の流れに沿った使いやすさ
への取り組みについて次に述べる。

3.1　予約録画のしやすさ
録画予約の操作は，電子番組表からリモコンのカーソル
キーと決定ボタンだけで容易にできる。Wooo 05シリー
ズでは，録画予約された番組を識別しやすくするため，あ
たかも新聞のテレビ番組欄や番組ガイドの雑誌に赤いペン
で丸印を付けたように表現し，機械に詳しくないユーザー
でも簡単に予約設定ができるようにした（図3参照）。
また，Wooo 05シリーズ（XPモデル）からは，同じ時間
に見たい番組が重なっていても2番組同時に録画できる
「ダブル録画」機能を搭載した。地上デジタル放送のチュー
ナを三つ搭載しており，「ダブル録画」中に別の番組を視
聴することも可能である。さらに，放送コンテンツを圧縮
するトランスコード技術により，ハイビジョン高画質で長
時間の「8倍録画」を実現した（図4参照）。
このほか，HDDの容量を追加したい場合や，残してお
きたい番組をライブラリ化して保存するために，2006年
からはカセット型HDDを挿入できる「iVポケット」を搭
載している（図5参照）。

図3│Wooo 05シリーズの番組表と録画予約設定された番組の表現
録画予約された番組には，赤い丸印が付く。

（a） （b）

基本操作エリア

機能操作エリア

録画／再生操作エリア

（c）

図2│従来のリモコンとWooo 05シリーズのリモコン，CUDマーク
2003年の日立テレビリモコンを（a）に，2010年の05シリーズリモコンを（b）
に，NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構の認定を示すCUDマークを
（c）にそれぞれ示す。

注：略語説明　CUD（Color Universal Design）
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図4│「ダブル録画」を実現するシステムブロック図
フロントエンド部から入力される放送ストリームを3局分同時に 開けする
システムを新開発した。これにより，（1）2局分同時にHDDへ記録しながら，
（2）さらにもう1局分の同時視聴を実現した。

注：略語説明　 B-CAS（BS Conditional Access Systems），HDD（Hard Disk Drive），
TS（Transport Stream）
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再生して見るという一連の流れを，簡単に操作できるよう
に工夫している。

4.　ネットワークへの対応

ここでは，インターネットから提供されるコンテンツや，
家庭内のネットワークを通して，個人で撮影したプライ
ベートコンテンツを楽しむ機能について述べる。

4.1　インターネットコンテンツ対応
インターネットの普及により，放送からだけではなくイ
ンターネットを通じて動画映像や情報が提供されるように
なってきた。日立グループは，2008年にインターネット
コンテンツに簡単にわかりやすくアクセスできるように，
Woooユーザー専用のポータルサイト「Wooonet」を立ち
上げ，ハイビジョンレベルの高画質コンテンツをインター
ネット経由で視聴できるテレビシステムを構築した。
Wooo 05シリーズでは，「アクトビラ※2） ビデオ・フル」，「ア
クトビラ ビデオ・ダウンロード」に加え，ヤフー株式会
社が提供する「テレビ版Yahoo !※3） JAPAN 動画チャンネ
ル」にも対応し，「見たいものを見たいときに」見られる機
能を実現している（図7参照）。このヤフー株式会社によ
るサービスはテレビ向けインターネットサービスであり，
従来のインターネットによる動画視聴のように，コンテン
ツの再生が終わるとメニューに戻り，ユーザーが他のコン
テンツの選択を必要とするのではなく，放送番組を視聴す
るような感覚で，「おすすめ動画」や「カテゴリ」，「チャン
ネル」などから，動画コンテンツを連続再生して楽しむこ
とができる。
また，テレビ放送の番組情報を提供する「Gガイド※4）

注目番組」にも対応した（図8参照）。これは，Gガイドが

3.2　録画した番組の探しやすさ
HDDの大容量化やトランスコード技術の進化によっ
て，より多くの番組を録画して楽しむことができるように
なった。ここで問題になるのが，録画した膨大な数の番組
から見たい番組をいかに容易に探せるようにするかである。

Wooo 05シリーズでは，録画した番組を自動的に分類
して表示する「ワケ録」機能を搭載している。ジャンルや
番組名で番組を自動的に分類・表示することにより，見た
い番組をすぐに見つけられる機能である（図6参照）。また，
家族で使用することを想定し，録画する番組を保存する
フォルダを指定できるようにした。これにより，自分が予
約録画した番組を所定のフォルダに分類して表示させ，見
たい録画番組を容易に探し出すことができる。

3.3　再生時の快適視聴
録画した番組を再生するときも，快適，かつ効率的に視

聴できるようにした。録画された番組内の特徴的なシーン
（音楽番組の曲の先頭やスポーツの得点シーンなど）に自
動的にチャプターを設定するオートチャプター機能によ
り，見たいシーンを簡単にすばやく探せ，録画した番組を
効率的に視聴できる。
録画予約設定，録画した番組の選択，そして，効率よく

図6│Wooo 05シリーズの録画番組一覧画面
録画した番組を，ジャンルや番組名で自動的に分類して表示する。

図7│テレビ版Yahoo！ JAPAN 動画チャンネル
選択した動画コンテンツの再生が終了すると，自動的に次のコンテンツが
再生される。

※1）iVDRは，iVDR技術規格に準拠することを表す商標である。
※2）アクトビラは，株式会社アクトビラの商標である。
※3）Yahoo ! は，米国Yahoo !  Inc.の登録商標または商標である。
※4） Gガイドは，米国Gemstar-TV Guide International, Inc.またはその関連会社の

日本国内における登録商標である。

図5│カセット型HDD「iVDR※1）-S（Information Versatile Disk for Removable 
Usage-Secure）」
著作権保護機能「SAFIA（Security Architecture for Intelligent Attachment 
Device）」に対応したカセット型HDD「iVDR-S」の外観を（a）に示す。テレ
ビ本体にはこれを挿入する「iVポケット」（b）を搭載している。

（a） （b）
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インターネット上で提供する注目番組情報をWooonetか
ら簡単に見られる機能であり，最長1か月先の注目番組を
番組の画像情報付きで確認することが可能である。

Wooonetのトップページも，さらなるわかりやすさの
検討を進めている。Wooonetポータルサイトから利用で
きる各種インターネットサービスは，日々，その内容が更
新されているが，Wooonetのトップページで各サービス
の更新情報を確認できるように改善を図っている（図9参
照）。

4.2　ホームネットワーク
放送やインターネットのコンテンツ以外に，デジタルカ

メラやビデオカメラで撮影したパーソナルコンテンツをテ
レビに表示する手段として，SDカードスロットを設けた。
SDカードを挿入することにより，それらの映像を再生で

きる。写真については，内蔵HDDへコピーし，いつでも
表示することが可能である。2008年からは，ホームネッ
トワークの業界標準仕様であるDLNA※5）（Digital Living 

Network Alliance）ガイドラインに準拠した機能を搭載し，
パソコンに保存した写真や動画・音楽を，ホームネットワー
クを通して容易にテレビで楽しめるようにした。
このホームネットワーク機能は，パソコンなどに保存さ
れたコンテンツをテレビで視聴するプレーヤ機能だけでは
なく，テレビに録画した放送番組をパソコンなどのDLNA

プレーヤで視聴するためのサーバ機能に，テレビとして業
界で初めて対応している。
たくさんの番組を録画していつでも見られるようになっ
てくると，家庭のテレビでは，見たい番組が重なって見る
ことができないケースが増えてくる。そのような場合でも，
このDLNAサーバ機能によって，別の部屋のパソコンや
テレビで録画した番組を視聴でき，「見たいものを，（見た
いように）簡単に見られる」テレビを実現している。

Wooo 05シリーズでは，プレーヤ機能についてもきめ
細かな使い勝手の向上を図った。従来は，ネットワーク経
由でのコンテンツの再生を停止し，再度同じコンテンツを
再生した場合，そのコンテンツを先頭から再生することが
できなかった。また，コンテンツ内の特定の位置にジャン
プすることもできなかった。Wooo 05シリーズでは，コ
ンテンツの再生停止ポイントを記憶するレジューム機能
や，コンテンツの指定位置（時間）にジャンプできるタイ
ムナビ機能を搭載している。また，これらの操作は，内蔵
HDDに録画した番組の再生時の操作性を継承しており，
ネットワークによる再生でも，本体使用時と同じ感覚で操
作できるシームレスな使い勝手をめざしている（図10参照）。

図8│Gガイド注目番組（Web版）の画面
最大1か月先までの番組の情報を写真付きで見ることができる。

※5）DLNA，DLNA Certifi edは，Digital Living Network Allianceの商標である。

図9│Wooonetのトップ画面
従来のWooonetのトップ画面を（a）に，2010年9月のWooonetトップ画
面を（b）に示す。

（a）

（b）

Wooo 05シリーズ

レジューム再生機能

タイムナビ機能

再生開始
位置指定

ジャンプ
位置指定

ホーム
ネットワーク
（DLNA）
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サーバ

コンテンツ情報
（サイズ／時間長）

ジャンプ位置
算出

コンテンツ サーバ 位置
content_A server_A time

content_B server_B byte

content_C server_A byte

content_D server_C time

図10│DLNAによるレジューム機能とタイムナビのシステム概要
ネットワーク経由で再生して停止した後，次回再生するときは前回停止し
たポイントから再生を開始する。

注：略語説明　DLNA（Digital Living Network Alliance）
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5.　今後の取り組み

今後，さらに使い勝手をよくしていくために，ユーザー
の操作自体を軽減するインテリジェント化と，より感覚的
に操作できるジェスチャーUI（User Interface）の研究に取
り組んでいる。

5.1　動画推薦技術
視聴可能な動画が大量に存在する環境下において，ユー

ザーが見たい動画を簡単に探し出せるようにする技術や，
ユーザーが見たいテレビ番組を自動的に録画する技術とし
て，動画推薦技術を研究している。
特に，視聴や録画／再生などの操作ログを取得し，解析

することで，ユーザーの嗜（し）好を認識し，ユーザーが
興味ある動画を簡単に選択できるUIや，見たいものの見
落としがない機能の実現をめざしている。また，操作ログ
や嗜好情報をセンターサーバに送信し，センター側で操作
ランキングや協調フィルタリングによるユーザーからの推
薦（集合値推薦）を行うことで，テレビ単体で動作し，イ
ンターネット接続によって，より高機能動作する動画推薦
をめざしている（図11参照）。
嗜好に基づく動画推薦では，可能な限りノイズの少ない，

「確実性」，「発見性」のある推薦を行うだけでなく，ユーザー
の操作に基づく行動空間（操作履歴）とユーザーの嗜好空
間を解析し，嗜好中心に近く，かつ行動空間の偏りから離
れた動画の推薦，つまりユーザーの好みに合い，かつ意外
性のある推薦を実現する技術も研究している（図12参照）。

これにより，ユーザーの動画視聴機会が増加することを期
待できる。

5.2　ジェスチャーUI

最終的な目標は，人間に操作を意識させないUIの開発
であり，音声や画像などの認識技術と，それをストレスな
く人間につなぐアプリケーションの開発が重要になってく
る。日立グループは，アプリケーションの一つとしてジェ
スチャーUIを研究開発している。

6.　おわりに

ここでは，Wooo 05シリーズの特徴と，ユーザーの操
作をより軽減させるための開発事例について述べた。
デジタル化，インターネット化によって大量のコンテン
ツが見られる環境が整い，今後さらに増大していくことが
予想され，見たいものを，誰でもが快適に見られるように
する技術が今後ますます求められてくる。また，ユーザー
が見たい，知りたいと思うコンテンツは，そのユーザー自
身の嗜好だけではなく，世の中の人の関心度や話題性にも
影響される。日立グループは，ネットワーク，クラウド技
術，UI技術を活用して，テレビをさらにインテリジェン
ト化し，誰でもわかりやすく映像，情報を見ることができ
るテレビへと発展させていく所存である。
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センター 放送

操作ログ／嗜好
集合値推薦結果

テレビ

嗜（し）好／集合値
の融合推薦

・ ・ 操作ランキング
・ ・ 協調フィルタリング
・ ・ 集合値に基づく推薦

・ ・ 操作ログ取得
・ ・ 嗜好認識
・ ・ 嗜好に基づく推薦

図11│テレビとセンターの連携による推薦
テレビで操作ログの取得および嗜好認識を行い，嗜好に基づく推薦を実施す
る。センター側で集合値に基づく推薦を実施して，これらを融合する。

嗜好中心

嗜好空間
推薦対象

行動空間

行動空間主成分

注 ： 履歴のある動画
推薦動画

図12│嗜好に基づく推薦
動画推薦技術は，ユーザーの動画視聴機会を増やすことが期待できる。


